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1.はじめに

本学会の関わる研究領戒における尺度研究夜清次として、 LOOlLeisure Diagr四 ticBattery縛曲活診断テスト)の日本語オリジナ

/片側特求に騰する研究方海げられる(!If押す・茅野・清水・西原・浮田.a1制)。これをきっ糾?として、宮0年代半ばから後料こ加す

て、 IおlLeisureBored岨Scale:斜総島屈居むや凶SlLeis町-eSatisfaction Scale :余剰観劇、 GI応 (GlobalLeisure 

Satisfaction Scale)、山 (Intri回 icLeisure M:ltivati∞Scale 内的斜寝動機尺居りとし、つf沢嵐こ衡する検翻t一通り名乗りを挙

げたしかしながら、それ以降学会ブ合・学会認こ料、て尺度研究自体が骸発的にしか見受けられなくなる。

周知の通り、上記の諸尺度は「レジャー・アセスメント・ツーノレJとして、北米大陸を中心として会拷設独市こ資する目的て慨発されて

きたしたがって、言語や文11:祉会咲規範・コンテクストの異なる日ねこか、て、それらが等しく妥当性や信機全を保ち得ると岬畏ら

な川またこれらの知子研究においてli，必ずしもサン'プル抽出に検促してし吠主力、った号、大学生を中心としたサンプノLによる検畿にと

どまるものが多v¥， こ判土、それらの研究がが端緒であるがゆえに生じる陪憶であり、本来なら研勢議織として市民縫を得、多方海lこお

いて組織的に検討されるべきものであろう。

本学会における尺度研究がし、まだ発展的に展開されてし、かなし、理由として考えられることはひとつには縛麟和流れが個人約なも

のとして誌滅される傾向にあることが損ずられるだろう。これは反面、診断に際して個人的な熟達て全治され必ねなし嚇況をも内包して

いるゆ務制5)。このような鵡磁調のもと、本砂院では、発達モデルとしてレジャーをとらえて余暇閥紋焼。球糊みとして手l服

することを想淀した「レジャー志向性尺度J (佐矯・佐藤捌7)に着目した。具偽均こfi，サンプルを大学生ヅ'J'ら一般市民にまで拡げ

たときにも尺度として有効な結果を保持し得るのか、検証することを目的とする。

なお用語に関して、本源開lこおしては、余暇とレジャーを問義のものとして捉え、続市匂こ「レジャーjとし、う穏を熱、るが、用法が

一般化してしも名税課担こついては、 f選挙事むとし、う言語を用いる。

2. 研書記の方法

本場院は、平成20年度泊五)1伏学学約内共向砂問費iこて実施した市民意識減益(千葉県流山市)の質階部政〉す唱に絡みiるんだレジャー

志向性尺Jt(ー湖敬沼紛傍観結果を用L、た。

(1)サンプル

識変対象者のサンプジングには層化二段無1t場J抽出法を用いた与制緩としてl立与流山市を自然条件・干士会条件iこ沿って4姥織に分け

(図1・1櫛・中部・南部・賠s)、調査区域の選挙人名簿をf唱し、て鰭錫能分ごとに一定数のサンブうレを抽出した。

(2)手続き

2鵬年4Jヲに郵送とおによる質鞠母艦として実施した。

(3)質問紙の機成

笈時給鍛え i)職業、且)家族機成、 ili)伎ま，¥(7済婚、 ivl厳也教、 v)緑、の

富島心、、心地獄コミュニテイ/--.(1)緩和段、 vii)待紡組週、 v齢レジャー志剛生、庇)1おおよ

びILM(どちらも蛾冊、 x)メディア使用、 xi)主録的な幸福感、 xi il性強制

(校交然、ソーシヤルスキノレ、自己効力車めで僑成した。

(4)分析
/ 

淘材全尺Ilの即論集iこ対して因子分析を行部、尺度の機造を明らカヰこし、財務慢の総果

と比殺した。
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3.結.と考察

(1)流山市の絶滅特段

本線暁におけるブィーノレドは 「都乙、から一挙也殺の街jを議う千葉県議油市である。流山市で1ネこのような街づくりを実現する

ために、グワーンチェーン(以下 fGCJと表記線路という纏策を都市環境議備上の重説、項自としてし、る。 GC戦略立、都市機発事業に

よって一度付減少した殺を、質、最両面から腹立草させようとする、自然療境湾後プランである。それは、地機主畏γ;~各々の家庭1におして

縁の効果を活i!、した住まし、づくりを実践することで、一定の重量と質の縁合連続豹に機官長しようとするものである。具偽均こは、市が定め

たGCの認定基準を満たす家屋を増やして f綴似藍鎖jを作り出し、夏iこ快適応過ごせるクーノレアイランドの実現を目指すものである。

GC認定自俄土、 200略年(寺弘主18年)にスタートし、俊道部緑陰{七・敷地歩滑化・敷地ダ噛風に関する条仰と適合した糊牛にのみ与え

られる。特iこ敷地村樹ヒl立、法淀建ベし浮の関数で明示されており、戸建て伎をのみならず、集合住宅もその対象内こ定められてし、る。

市内i土、東灘問機工戸JlI台釈を中心とした{さを伽ミら成る北部、お05府内くl;fエクスプレス開業を朔iこ海開発が進んでしも中部、

j宜的議野線翁湘i車問とぬお電鉄沿線を含みJ工戸時fそからの中Il.;池である南部、郊厳司・潟函とも繍愛する松戸市およむ守富市に依存する東

部という、 4つの異なるカラーを持った地区から構成されている。

(2)レジャ}志向後尺度の構造

先行研究におしてはレジャー恋柿性尺度は32J裏白から矯滅されてしも勉強・佐藤倒的。各項目におしてレジャー場制こ刻する

考え方・行動繍古捻愛す内容が~，こ相反する 2つの文家 fA 000・・・J fBOOO・・・ j力派されており、自分がどちらの繍古lを持

つ地隠する形式となってし泊。この32醐 i土、 il長糊笠謹・向上 (8項陵)、且)活動性 (8項目)、 ili)対人関係 (4項目)、

iv)主導性弘項目)、 v)手i地主義弘工裏切、 vi)自然志向性項目)とし、う6つのサブスケーノLから構成されている。

今回の識変では、流山市の嚇蜘!おこ緩み、先行母干潟こおして此醐ヲ寄与王手の高くなかった期を、 i)耕助展皇室・向上・註)活動

性からそれぞれ4項目ずて減らした上で、自然志向iこ関わる項目を二ぐ搾tやした(表1の最後の2項目夏の馨し唱はエアコンが必要

だj f自然ぽ守り育てるものた:J)。

差是1 レジャー志向件尺度(首脳紛の単純獲量十結果
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(3)レジャー志向後尺度の有効性

知預税と同様(j主主義・佐藤加わ、 6つの日時機議内観されており(衰の、扇子ごとの信欄全係数を見ても、これら下位尺度

の内密守一貫性がふる濃度跡、ものとしてとらえることができる。ただ、先行お聞こおし叩ま「活動おのお予を構成する項目として位重量

づけられていた項e15 (113攻問 18)と項目 2(f日項目 2)が、今回の務査でiま「対人関係官向J(J;鶴子に括られてし、る。これ必先行移慌

に制する f活動1もの因子の中に、 「身体的冒動倒と「車!Ji敷希求j とし、う二つの要素力機んでおり、今回のサンプルでi立後者が「対人

関係志向Jと結びっし、たものと考えられる。

寄与率のi献もJ!ると、先行研究が「長職強皇室・肉上jと暗動後jが高し叫こ上七ベ、本研究のサンプノレでは、 「長鰍包廃車産・向

上jが最も低くなってしも。この結果が、大学生を中心とした先立子研究と寸肺民を対象とした本拶院のサンブノL特性に依存するものな

のかどう糾こついての靭寸断土、今後の識査湾問の成果カ半年TオLる。
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